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ハ
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ン
大
震
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で
総
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サ
ハ
リ
ン
大
震
災
の
救
援
活

動
に
参
加
し
た
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
＝
本
部

岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
と
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
た
民
間
グ

ル
ー
プ
の
代
表
ら
が
二
十
七

日
、
東
京
・
永
田
町
の
憲
政
記

念
館
で
「
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
総

括
フ
ォ
よ
フ
ム
」
を
開
き
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
間
の
連

携
網
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と

な
ど
を
決
め
た
。

　
フ
ォ
土
フ
ム
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
を
は
じ
め
、
阪
神
大
震
災
地

元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
議
、
立

正
授
戒
会
や
外
務
、
建
設
、
郵

政
省
、
民
間
企
業
の
代
表
約
五

十
人
が
参
加
。

　
サ
ハ
リ
ン
で
緊
急
支
援
活
動

を
行
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
現
地
報

告
の
後
、
通
訳
や
入
国
の
面
で

協
力
し
た
日
本
サ
ハ
リ
ン
同
胞
手
配
し
た
航
空
会
社
、
人
工
透

交
流
協
会
ヽ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

一
折
櫃
ヴ
薬
品
を
提
供
し
た
メ
ー

重奏II�|ls
l゛

亘笙居E荻鸚

　‥‥‥,。

|I
W4皿藤尚尚宍万万題|

　Ｍ　　　　　･･,=･?｀..| ? ''‘:i°jii:fiiJI:1711;;i111111;==;こ17懇懇警　讐　懇　　題

屁睦ｌ朧猫額羅冒瓢皿厘・,

9

塵囲ﾐ

｜　　

，==こ－

Sﾖ………鵬翼額郡ﾆ''|11§l･l顕朧朧朧

　　　1謳鴎………

こ'

sl
l

゛

l al
il

l''゛‘11Wﾐﾐlil

　　　　｀　　　;:･　･､･:φ.　I　　　　　　　　.g､/.　、

　尚鰻鰻-゛゛･i'==･
||　　

。

1

.

1

1

11 ゛11市　題| 一7家

　l　　　　s゛゛゜゜sH

,

1 °'゛圖　　|゛il

一一･……

1　1

1

1

=･1111一一　　．　

謂縦　

゛　　　

７

團

.:?笏{E聡iE　………万･EE,EE'J EEﾐﾖﾐ
m朧鵬

。，

皆漂

=,

町　｜

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
が
開
い
た
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
総
括
フ

ォ
ー
ラ
ム
＝
東
京
・
永
田
町
の
憲
政
記
念
館

カ
ー
な
ど
が
、
支
援
に
い
た
る

ま
で
の
苦
労
話
を
披
露
。
現
地

を
訪
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
鎌
田
裕

十
朗
医
師
が
「
サ
ハ
リ
ン
の
在

留
邦
人
か
ら
『
み
な
さ
ん
が
来

て
く
れ
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
感
じ
る
』
と
言
わ
れ
、

胸
を
打
た
れ
た
。
顔
の
見
え
る

国
際
貢
献
を
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
総
括
し
た
。

　
最
後
に
、
菅
波
代
表
が
「
今

回
の
経
験
を
生
か
し
、
緊
急
時

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
で
き
る
組
織

を
早
急
に
つ
く
り
た
い
」
と
提

言
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
中
心
に
、
災

害
か
ら
三
日
間
（
七
十
二
時
間
）

以
内
に
’
緊
急
援
助
を
実
践
す
る

た
め
の
「
7
2
時
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
十
月
ま
で
に
設
置
し
、

同
月
、
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
集

め
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救

援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
日
本
で
開

く
計
画
を
報
倣
了
承
さ
れ
た
。

　
東
京
駅
の
大
規
模
改
修
工
事

を
進
め
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

二
十
七
日
、
現
在
の
中
央
線
ホ

ー
ム
の
斜
め
上
に
新
設
し
た
高

架
式
の
中
央
線
ホ
ー
ム
を
公
開

し
た
。
新
し
い
ホ
ー
ム
は
地
上

か
ら
の
高
さ
十
五
封
で
、
長
さ

は
現
在
の
ホ
ー
ム
よ
り
二
十
七

封
長
い
二
百
五
十
七
封
。
来
月

二
日
か
ら
使
用
を
開
始
す
る
。
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